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環境力大賞受賞を契機に考えるサステイナブル印刷の未来

第 16 回経営者「環境力」大賞の栄誉を賜
りましたこと、大変光栄に存じます。

お恥ずかしい話ですが、経営者「環境力」

大賞については、2年前までは存じ上げません
でしたが、地元信用金庫の支店長さんからの

ご紹介を頂いたことが最初のきっかけでした。

私たちは、環境配慮で地域ナンバー 1 を目
指しており、全社員がバナナペーパーの名刺

を使用しております。今回の受賞を機に、新

たなチャレンジ企画を実施しましたので、そ

の様子をご紹介します。

サステイナブル印刷セミナー＆工場見学

株式会社文伸では、今年の 4 月、5 月、6
月の 3 か月間にわたり、サステイナブル印
刷セミナー＆工場見学会を開催いたしました

（各月 1 回）。このセミナーは、第 16 回経営
者「環境力」大賞、2023 年度グリーンプリ
ンティング（GP）普及大賞の 2 つの賞を受
賞したことをきっかけに企画しました。各回

ともに 20 ～ 30 名の参加者を迎え、盛況の
うちに終了しました。

セミナーの開催にあたって

当社が「環境に優しい会社を目指す」こ

ととなったのは 2015 年。1 つのキッカケは、
現像液を使用しない機材を導入したことで

す。日本の全企業数のうち 99.7% を中小企
業が占めており、今の印刷業界はもとより、

各種製造業をはじめとする日本国内の多くの

中小企業の経済状況は本当に深刻だと感じて

いたからです。

 「華氏451度」1953年に発刊されたSF小説
をご存知でしょうか？華氏451度は、紙が自
然発火する温度です。この小説では、本を読

まなくなった結果、世の中にどんな人間があ

ふれ、どんな社会になっていくかが描かれて

います。70年以上前の話ですが、割と現代
社会を象徴している部分が多いと感じており

ます。また華氏451度とまでは行かずとも、
地球の温暖化は本当に深刻です。

私自身も子を持つ親世代であり、次世代の

ことを考えたモノを創りたいと思っていま

す。我々の想いを実現に近づけるためには、

当社だけでは成し得ないことであり、業界全

体、発注されるクライアント、企画制作に関

わる皆さまの理解が必要なのです。今回のセ

ミナーを開催した意義は、印刷物を作る上で

の意義や考え方の 1 つとして、こんな会社が
あるということを知ってほしいという思いか

ら開催しました。

発注者の立場からサステイナブル印刷に

取り組む意義とは

当日は、社外取締役の西原さんから「発

注者の立場でサステイナブル印刷に取り組む

意義とは」という講演を行いました。発注者

の視点から見たサステイナブル印刷の重要性

や、その取組がもたらすメリットについては、

冊子『発注者のためのサステイナブル印刷ガ

イド』を用いて、サステイナブル印刷の 5原
則：発注する意思、印刷会社の選定、印刷仕

様の設計、マークなどの表示、無駄をなく

すことの意義や各論についてもお話頂きまし

た。参加者からは、「発注者の視点からのア

プローチが新鮮だった」、「具体例が非常に参

考になった」との声が多く寄せられました。

文伸のサステイナブル印刷でできること

営業部長の有馬より「文伸のサステイナブ

9



経営者「環境力」大賞を受賞して

ル印刷でできること」というテーマで自社の

取組を紹介しました。弊社が提供するサステ

イナブル印刷の技術やサービスとして、まず

グリーンプリンティング（GP）認定工場へ
の発注は、印刷製品の調達においてサプライ

チェーンを通じた SDGs の実現に寄与するも
のであることをお伝えしました。具体的には

当社推奨のオンラインでの原稿のやりとり～

校正システム (XMF Remote) の紹介、用紙選
定から仕様決定のタイミングでの事前打ち合

わせの重要性もお話させて頂きました。

またリサイクル資材の活用やエコラベルの

取得方法について具体的な事例を挙げて解説

しました。参加者からは、「具体的な取組内

容が分かりやすかった」、「実際に取り入れた

い」との声が多数寄せられました。

その後、工場内でのリサイクル資材の利用

状況や、サステイナブルな印刷プロセスを直

接見学していただきましたが、参加者からは

「理解が深まった」などの感想が寄せられま

した。また、質疑応答では、参加者からの質

問に対して、講師陣が丁寧に回答し、活発な

意見交換が行われました。特に実務に直結す

る具体的な質問が多く寄せられ、非常に実り

のある時間となりました。

受賞後の変化

このセミナーを企画するにあたり、決して

十分な時間があった訳ではありません。しか

しながら、準備の大事さや伝えることの難し

さは大きな学びとなりました。回を重ねるご

とに、次に繋がる意識も醸成されたと思いま

す。セミナーにお越し頂いた皆さまに伝える

ことで、社員の環境に対する取組への意識も

一層強まりました。

今後の取組

環境力大賞受賞を一つのステップとして、

今後も株式会社文伸では、サステイナブル印

刷技術や環境配慮の取組を推進し、業界全体

の持続可能性を高めるための活動を続けてま

いります。また、セミナー参加者からのご意

見を参考に、より充実した内容のセミナーも

企画していく予定です。次回以降のセミナー

情報については、弊社の公式ウェブサイトや

ニュースレターで随時ご案内いたします。そ

して今後も社内外での環境教育プログラムも

強化し、社員一人一人が環境保護の重要性を

再認識する機会を増やしていきたいと思いま

す。また、周年事業、自費出版を通じたサス

テイナブルな事業の確立。また既存の印刷物

に対し、サステイナブル印刷の提案にも注力

していきます。さらに、業界全体に対しても、

環境に配慮した取組の重要性を発信し続ける

ことで、持続可能な社会の実現に寄与してい

きたいと考えております。目まぐるしく変化

する予測困難な時代（VUCAの時代）の真っ
只中ですが、今後も起業家精神（アントレプ

レナーシップ）をもってサステイナブルな印

刷の普及に努めてまいる所存です。

おわりに

“You cannot predict the future, but you can 
invent it.” 「未来を予測するのではなく、未来
を創る。」アラン・ケイの言葉です。文伸の一

歩一歩が未来を創る行動となりますように。

今後ともどうぞ宜しくお願い致します。
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